
 

 

No．１（2020 年 4 月 13 日） 

 Union Press 新執行部第１号は、新執行委員を紹介いたします。昨年度の執行委員会のご努力と成果を継承

し、埼玉大学をより良い職場にしていきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

新執行委員からのあいさつ 

山本良（執行委員長・教養学部） 

 今年度、「新たに」委員長の職をお引き受けいたしました教養学部の山本良です。どうぞ宜しくお願いいたしま

す。「新たに」と書きましたが、実は今回で 3 度目です！ ご存じのように、4 月からは坂井先生が正式に学長

に就任されますが、どうやらボクはこういう「変革期」には必ず委員長職を引き受ける星の下に生まれたみたい

です。皆さまのご支援・ご協力をチカラとして、「昔の名前で出ています」とはならないようにしたいと思いま

す。清新でエネルギッシュに（ちょっと年を取り過ぎているかも！）組合活動に取り組み、人事課とも礼節ある

形で協調していきたいと思います。どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

荒木祐二（書記長・教育学部） 

 教育学部生活創造専修ものづくりと情報・技術分野に所属しています。専門は，フィールド調査を基本にした

植物生態学や環境マネジメントです。野生植物の観察が趣味ですが，最近は園芸品種にも目がいくようになりま

した。屋内でじっとしていることが苦手なので，書記長として課された任務をこなせるか不安です。それでも，

働きたいと思える職場環境を整備し，次世代に引き継げるよう，教職員組合の一員として粛々と業務にあたりた

いと思います。任期中は山本委員長の背中をみて学ばせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

加藤有希子（副委員長・基盤教育研究センター） 

本年度、副委員長をつとめます加藤有希子です。基盤教育研究センターで芸術学・芸術史を教えており、教養

教育の改革などに取り組んでいます。2012年に埼玉大学に入職し、すぐに組合に入りましたが、ついに副委員

長です！ 私も出世しました！（笑） 私が研究する 19世紀フランスの新印象派の画家ポール・シニャックは、

1895 年に『調和の時』という絵を描いています。時のアナーキストのジャン・グラヴに贈られたものです。そ

の絵は一般的に「極左絵画」と呼ばれていますが、描かれているのは、人々が水辺で思い思いに遊ぶ穏やかな姿

です。埼玉大学の組合も、労働者の権利を主張しますが、そのゴールは、この絵のような穏やかな社会なのでは

ないでしょうか。今は大学内外がコロナで荒れ狂う日々ですが、この絵のような素晴らしい大学・社会をつくれ

るよう、私も頑張ります。 

 

長田健（副委員長・経済学部） 

 副委員長を拝命することになりました経済学部の長田健（おさだたけし）です。2015 年に入職後、レターボ

ックスに入っている UNION PRESS 等で労働組合の存在は知っていたのですが、その役割や意義、（自分自身

にとっての）メリットがよく分かっておらず加入せずにいました。そんな折、数年前に同僚の高端先生からお声

がけ頂いたことをキッカケに、「そういえば労働組合って何しているんだろう」「過半数代表と何が違うんだ」「一

応、経済学者（専門は金融論）だし、労働組合のことを知るのにいい機会だな」という程度の好奇心で何となく
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加入しました（組合費も安いですし。勉強の対価くらいのノリ）。そんな私がまさかの執行委員、まさかの副委員

長拝命ですので、右も左も分からないまま日々勉強です。とはいえ、経済学者の究極の目的は人々を Happy に

する仕組みを考えることだと考えています。労働組合で多くのことを学ばせて頂き、埼玉大学の教職員の方々の

Happy に微力ながら貢献できれば幸いです。Happy 実現に必要なのは組合の交渉力（1 人でも多くのご加入）

です。ご興味のある方は、私のように興味半分でも構いませんのでご加入してみてはどうでしょうか。楽しいで

すよ。まずは組合事務室（書記）の素敵な寺田さんに会いに行ってみて下さい（寺田さんは事務室常駐）。 

 

西澤由輔（教育学部） 

今年度執行委員を担当します教育学部自然科学講座算数・数学分野の西澤由輔です。教育学部では解析学の

授業を中心に担当しております。2018年に埼玉大学に着任する前は高専に勤務しており、クラス担任や部活

動顧問といった半分、高校の先生のような感じでした。前任校では部活動に関連する業務を始めとし、様々な

事について疑問を感じることが多々ありましたが、組合員ではありませんでした。埼玉大学に着任し「組合っ

てこんな活動をしているんだ～」と何気なく見たユニオンプレスや全大数新聞を眺めながら感じ、組合の重要

性を感じました。そして「数は力！」自分を含め、埼玉大学で働く人の力になれるのなら！と思い組合員にな

りました。そんなことが数か月前の出来事です。こんな組合員初心者で分からないことだらけですが、勉強さ

せてもらえる良い機会だと思い、執行委員として少しでも組合の活動に貢献できるように頑張りたいと感じて

おります。一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

長畑志保子（非常勤職員） 

教育学部支援室に勤務しております長畑志保子と申します。2014年度に入職してから、埼玉大学での働きや

すさを実感しています。これもひとえに代々の教職員組合、過半数代表者の先輩方のお力によるものと思います。

また大学側の歩み寄りにも感謝し、皆さまの働く環境の維持、向上のため一職員として勉強させていただきます。

1年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

寺田礼子（事務：書記） 

組合事務でお手伝いをさせていただいています寺田です。御存じですか？今までの埼玉大学学長を始め副学

長、学部長には組合員の方が多いことを。それは人のために動いてくれる人達が集まっているからだと思いま

す。最近の実績は非常勤への期末手当、新たな有休、地域手当 upによる給料 up、非常勤の無期雇用化、退職

手当削減の代償措置等があります。今回の予期せぬコロナ騒動、これからどうなるか分からない時こそ組合に

入りませんか。又、教職員、非常勤の方でも入れる教職員共済の窓口もありますのでお待ちしております。  

                  大学執行部に申し入れを行いました！ 

さる 4月 13日（月）に、人事課を通じて大学執行部に対して「緊急アピール」を行いました。内容は、すで

に皆様ご存じのこととおもいますが、コロナウィルスに対する大学執行部の懸命な取組みを評価するととも

に、職員のテレワーク、時差出勤などの迅速な実施、十分な準備期間を設けたうえでの教員による遠隔授業の

実施、そして学生の経済的な苦境に対する配慮の一層の要請です。新執行部も大変だと思いますが、引き続き

注視してまいりたいと思います 

 

  

 

 


